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「TWILIGHT EXPRESS 瑞 風 」 
新た な 「 食 の 匠 」 を 発表 











西日本 旅客 鉄道 株 式 会 社 (大 阪 市 北 区 、 




















代表 取締 役 社 


長 : 長 谷川 一 明 、 以 下 「JR 西日本 」) の 





「TWILIGHT EXPRESS 瑞 風 」 は 、2021 年 4 月 14 日 ( 水 ) より 運行 を 再開 し ます 








この た び 、 第 15 期 (2021 年 10 月 か ら 2022 年 2 月 | 
あたり 、2021 年 10 月 か ら 新 た に 3 名 の 料理 人 が 「 
































ます 。 2021 年 3 月 24 日 ( 水 ) に JR 西日本 本 














発 分 ) の 募集 を 2021 年 4 月 7 日 ( 水 ) か ら 開 始 す る に 














[オド フ 





座ら 


に 会 議 室 





瑞 風 」 の 食事 を 監修 する 「 食 の 匠 」 と し て 加わ り 











に て 、 記 者 発表 会 を 封 り 行わ せ て 頂き ま 








し た の で 、 お 知ら せい た し ます 。 尚 、 本 会 見 は オン ライ ン で も 同時 配信 を 実施 いた し まし た 。 








会 見 で は 、 ま ず 初 め に 、 西 日 本 旅客 鉄道 株 式 会 


























し ) が 登壇 し 、 運 行 再開 の 概要 や 新た な 「 食 の 匠 」 に ご 
し た 。 そ の 後 、 フ ー ド コラ ム ニ ス ト 門 上 武司 (か どか み た けし ) 氏 よ り 、 新 た に 加わ る 3 名 の 








上 執行 役員 営業 本 部 長 室 博 (や ろ ひろ 








協力 いた だ く 目 的 に つい て 発表 を 行い ま 


た け な か あつ し 


た ちば な ひで あき 、 あ 
「 食 の 匠 」 (「 和 彩 空間 た ち 花 」 立 花 秀明 氏 、Mia paese( ミ ア ・ パ エー ゼ ) 竹 中 厚志 
朋 


ひろ と よ 








ゆき 
「hiroto( ヒ ロト )」 座 戸 良幸 氏 ) を ご 紹介 頂き 、 紹 介 PY を 放映 、 そ し て リモ ー ト 中 継 に て 、「 食 








の 必 」 より 紀 メント を 頂き まし た 。 

















また 、2021 年 10 月 か ら 、 山 陰 コ ー ス (下り )1 日 目 の 新規 立ち 寄り 観光 地 と な る 香住 の 大 乗 寺 に つ 


いて 、 概 要 紹 介 を 行い まし た 。 


























※ 会 場 で 配布 され た 資料 (ニュ ー ス リリ ー ス ) は 以下 より ご 覧 いた だ け ま す 。 
https://www. westjr. co. jp/press/article/1items/210324_02_mizukaze. pdf 





画 西 日 本 旅客 鉄道 株 式 会 社 執行 役員 営業 本 部 長 室 博 コメ ント 








運休 し て いま し た 「 瑞 風 」 は 、 必 要 な 訓練 を 実施 の 上 、4 月 14 日 か ら 運 行 を 再開 し ます 。 運行 
再開 に あたっ て は 、 お 客 様 の ニー ズ に 対応 し た 、 新 し い サ ービス を 導入 し ます 。 


例え ば 、 ご 自分 の お 部 屋 で レス トラ ン の 個室 の よう な 夫 囲 気 で 流れ る 車窓 を 見 な が ら お 食事 を 
名 し 上 が っ て いた だ きま す 。 ま た 、 夕 食前 に は 展望 車 や ラウ ンジ カー に 分 か れ て 、 洗 みゆ く 夕 日 
を 眺め な が ら 食 前 酒 を お 楽し みい た だ く 「 ア ベリ ティ フタ イム 」 を 新た に 設け る な ど 、 こ れ ま で 
以上 に ゆっ た り と 「 瑞 風 」 の 旅 を 楽し ん で いた だ きま す 。 


また 、 感 染 防止 対策 に つい て で す が 、 国 内 の 特急 列 事 で は 唯一 、 客 室 、 通 路 に 開閉 可能 な 窓 を 
設置 し て いま す 。 加 えて 、 空 気 清浄 機 を 搭載 する な ど 、 感 染 対策 に も 万 全 を 期し て お り ま す 。 


「 瑞 風 」 は 、「 美 し い 日 本 を ホテ ル が 走る て 」 を コン セプト に 西日本 に 数 多く ある 日 本 の 原 風景 を 
舞台 に 、 洗 練 さ れ た 「 車 両 」、 美 し い 「 車 窓 」 の 眺め 、「 食 の 匠 」 に よる 「 食 事 」、 沿 線 の 豊か な 
「 自 然 ・ 歴 史 ・ 文 化 」 を 地域 の 皆様 の ご 協力 を いた だ き な が ら 、 お 伝え し て きま し た 。 


特に 、「 食 事 」 に つい て は 、「 食 の 匠 」 が 監修 し た 沿線 の 多彩 な 食材 を 使用 し た 食事 を お 楽し み 
いた だ いて いま す 。「 瑞 風 」 で 提供 し て いる 食事 は 、 門 上 武司 氏 に プロ デュ ー ス いた だ き 、 監 修 を 
沿線 の 「 食 の 匠 」 に お 願い し て いま す 。 和 食 は 「 菊 乃井 」 村 田 さ ん 、 洋 食 は 「HAJIME」 の 米田 さ 
ん に 監修 し て いた だ き 、 一 部 の 昼食 に つい て は 、 山陽 山陰 の 地 で 、 そ の 土地 や 食材 の 魅力 を 発信 
し て いる 沿線 の 「 食 の 匠 」 に 監修 いた だ いて いま す 。 な お 「 瑞 風 」 の 食事 は 、 瑞 風 ク ルー が 車内 
の 食堂 車 で 実際 に 調理 し て いま す 。 そ し て 「 食 の 匠 」 の 味 を お 客 様 に 提供 する た め に 、 瑞 風 ク ル 
ー は 実際 に 各 料 理 人 の 元 で 研修 を 行っ て お り 、 お 客 様 か ら も 実際 の レス トラ ン と 同じ 味 が 「 瑞 
風 」 の 車内 で 楽し め る と いう こと で 、 高 い 評価 を 頂戴 し て いま す 。 


今回 、 新 た に 3 名 の 料理 人 が 加わ る こと で 「 瑞 風 」 の 「 食 の 匠 」 は 総勢 9 名 と な り ま す 。3 名 
が 加わ る こと で 、 現 在 監修 いた だ いて いる 3 名 の 「 食 の 匠 」 は 「 瑞 風 」 の 食事 の 監修 は 卒業 と な 
り ま す が 、「 瑞 風 」 の 「 食 の 匠 」 と し て は 引き 続き か か わっ て いた だ く 予 定 で す 。 


私 た ち は 、「 瑞 風 」 の 食 を 通じ て 、 西 日 本 と いう エリ ア の 素晴らし さ 、 そ し て 、 そ の 土地 二食 材 

の 魅力 を 発信 する 料理 人 の 活躍 を 伝え て いき た いと 思い ます 。 そ の た め に も 、 今後 も 「 瑞 風 」 の 
「 食 の 匠 」 は さら に 充実 させ て いく 予定 で す 。 そ し て 、 沿 線 の 料理 人 が 、「 瑞 風 」 の 「 食 の 匠 」 か 
ら 、 日 本 を 代表 する 「 食 の 匠 」 と な り 、 国 内 外 の お 客 様 が 、 そ の 味 を 求め て 現地 を 来訪 し 、 さ ら 
に 、 そ の 土地 、 食 材 が 広く 発信 され 、 ま た 来訪 者 が 増え る 、 そ の よう な 循環 を 目指 し て いき た い 
と 思っ て いま す の で 、 ご 期待 くだ さい 。 


























































































































田 フ ワー ドコ ラム ニス ト 門 上 武司 氏 コ メン ト 
今回 新た に 「 瑞 風 」 の 仲間 に 加わ っ た 3 名 の 料理 人 を 紹介 させ て 頂き ます 。 
まず 、 島 根 県 奥 出雲 町 の 「 和 彩 空間 た ち 花 」 の 立花 秀明 さん は 、 日 本 料理 で 地域 の 食材 を 使い 


旬 の 味わい を 発信 し て いる 山陰 を 代表 する 料理 人 で す 。 ま た 地域 の 生産 者 と の つなが り を 大 切 に 
し 、 そ れ ら の 素材 が 多 方 面 に 広がる こと に 尽力 を 果たし 、 料 理 人 を 農水 省 が 認定 する 「 料 理 マ ス 












































ター ズ 」 に も 選出 され まし た 。 加 えて 、 研 究 熱 心 で あり 素材 は も ちろ ん の こと な が ら 詩 理 法 に つ 
いて も 、 科 学 的 な が アプローチ か ら 考 えて 、 常 に 新た な 知識 を 得る た め に 様々 な が ネット ワー ク を 張 

















り 人 巡ら し て いま す 。 5 いのら お 料理 を 提供 
し で きく ん ます 。 


続き まし て 島根 県 浜田 市 「Mia paese( ミ ア ・ パ エー ゼ )」 の 人 竹中 厚志 さん で す 。 人 竹中 さん の イタ 




















リ 0 は 、 瑞 風 が 持つ 上 質 な 懐か し さ に 、 山 陰 素 材 の 素晴らし さ を 重 ね る こと を 考え て いま す 。 











そこ に は 山陰 の 大 自然 が 生み 出す 雄大 さや 、 そ れ を 調理 する 繊細 な 技術 が 見 事 に 重なり あっ て 、 
DPhHPD る の で す 。 食 材 と 向き 合う 姿勢 の 鋭さ に は 驚く ば か り で す 。 8 
に 器 に よっ て 料理 の 印象 が 変わ ちと いう こと を 熟知 され た シェ フ で す 。 Io け 方 も 稚 









































よっ て 微妙 に 変化 させ 、 器 と 料理 の マリ アー ジュ を 感じ まし た 。 つ まり 、 料 理 を 作る だ Ne 





いか に お 客 様 に 届け る か を 常に 考え て いる 料理 人 な の で す 。 


続き まし て 広島 「hiroto( ヒ ロト )」 の 廣 戸 良幸 さん で す 。 フ ラン ス 料 理 の 廣 戸 さん は 生産 者 と 
の 対話 を 大 切 に する 料理 人 で す 。 対 話 の 中 か ら 料 理 に 対す る 思い を 育て て ゆき ます 。「 よ り 良 い 素 
材 を 仕入れ 、 適 切 に 調理 し 、 最 高 の 状態 で 提供 する 」 と いう の が シェ フ の コン セプト で す 。 徹底 
的 な 素材 選び は 、 か つて 私 が シェ フ の 料理 を いた だ いた 時 に 感じ た 生産 者 へ の 熱い 思い は 今 で も 
忘れ る こと が で きま せん 。 世 間 の 評価 に お も ね る こと な く 、 あ ら ゆ る 素材 に 関し て 自ら の 目 と 舌 
と 胃袋 を 駆使 し 、 そ の 状態 を 推し 量 る の で す 。 


今回 この よう な 3 名 の 料理 人 を 選ん だ の で す が 、 こ の 3 名 に 共通 する こと は 、 料 理 の こと だ け 
で な く 、 む し ろ そ の 土地 が 持つ 歴史 や 文化 、 人 た ちの 仕事 ぶり まで 、 自 分 ご と と し て 、 考 えて い 
る こと で す 。 地域 を 知る こと が 、 将 来 の 料理 の 世界 に 向かっ て 考え を 進め 、 食 の 世界 を 高め る 3 
名 で あり ます 。 


料理 人 に と っ て 大 事 な の は 「 有 眼 」 と 「 腕 」 と 「 心 」 と いう 三 つ 要 素 で す 。「 眼 」 は 素材 を えら び 
ぬく と いう こと で す 。「 腕 」 は その 素材 を 適切 に 調理 する こと 。「 心 」 は お 客 様 の 気持 ち に な る こ 
と で す 。 今回 、 こ の 3 つの 要素 が 揃っ た 料理 人 ば か り で す の で 、 素 晴らし い 「 瑞 風 」 で の 旅 を お 
届け で きる と 考え て いま す の で 、 ぜ ひ 応 援 く だ さい 。 








































































































圏 新た な 「 食 の 匠 」 コメ ント 
く 和 彩 空間 た ち 花 立花 秀明 氏 (た ちば な ひで あき ) > 

「 瑞 風 」 の 料理 監修 を する に あたり 、 ま ず 思 っ た 事 は 「 瑞 風 」 と 言う スペ シャ ル な 存在 、 そ の 
中 で 提供 する 料理 も スペ シャ ル で な けれ ば な ら な いと 考え まし た 。 

















例え ば 、 お 店 で 提供 する 料理 で は な く 「 瑞 風 」 で 旅 を し な けれ ば 食べ られ な い 特 別 な 物 。 ま た 、 


料理 を 通じ て その 土地 の 地域 性 や 歴史 を 感じ て 貰え る 物 。 そ の よう な こと か ら 、 生 産 者 だ け で 和 無 








く 地域 の 方 に 協力 頂き 、 お 店 で は 売っ て いな い 食 材 を 調達 し 、 奥 出雲 を 感じ て 頂け る 献立 を 考え 、 





その スペ シャ ル な 食材 が 本 来 持 っ て いる 味 以上 の 物 を 引き 出す た め 、 主 に 水分 管理 、 温 度 管理 に 
拘り 調理 し まし た 。 

島根 県 奥 出 雲 町 は 、 た た ら 製 鉄 と 神話 の 町 で す 。 島 根 県 の 山奥 に 位置 する 奥 出雲 町 は 良質 な 砂 
鉄 と 粘土 、 そ し て 森 の 木々 と 川 の 水 を 使っ て 、「 た た ら 」 と 呼ば れる 日 本 古来 の 製鉄 技術 を 極め ま 
し た 。 自 然 に 囲ま れ 、 盆 地 が 広がり 、 広 大 な 棚田 と 悠々 と そびえ る 山々 、 ス サ ノ オ ノミ コト が 降 
り 立 っ た と 言わ れる 伝説 の 地 で す 。 

































































また 、2019 年 に は 「 た た ら 製 鉄 に 由来 する 奥 出 雲 の 資 源 循 環 型 農業 」 が 『 日 本 農業 遺産 』 に 誰 





























定 さ れ た 、 日 本 の 原 風景 が 残る 田舎 で す 。 交 通 の 便 は 決し て 良く は ご ざい ませ ん が 都会 で は 感じ 
る こと の で き な い 「 自 然 」 と 触れ 合え る 土地 で す 。 奥 出雲 に 足 を 運ん で 頂き 心 も 体 も 癒さ れ て いた 
写 き た いら 思い ます 

「 瑞 風 」 で 旅 を する 、 そ れ は 私 の 憧れ で も あり まし た 。 そ の 「 瑞 風 」 で 旅 を する お 客 様 に 食 を 通 
じ て 日 本 の 原 風景 が 残る 奥 出 雲 の 食 材 、 た た ら 製 鉄 で 栄 えた 食 文化 を 知っ て 味わっ て いた だ けた 
ら 幸 いで す 。 ス タッ フ プ 一 同 、 お 客 様 に 最高 の 旅 を し て いた だ ける よう 努力 し て 参り ます 。「 瑞 風 」 
の 旅 を 心ゆく まで 楽し ん で いた だ きた いと 存じ ます 。 


























< く Mia paese (ミア ・ パ エー ゼ ) 竹中 厚志 氏 (た け な か あつ し ) > 

島根 県 浜田 市 の 人 里 離 れ た 場所 で 、1 日 1 組 で 営業 し て いる 当店 の 名 前 、「Mia paese (ミア ・ 
バエ ー 工 )」 と ば は 、 イ タリ ア 語 で 私 の ある さと を 意味 し て いま す 。! あ ふる き と の 上 質 を つく る こ 
と 」 こ れ は 私 が 大 切 に し て いる 視点 で す 。 

SNB に 使用 し た 料理 で す 。 こ の 海 と 山 に 囲 
まれ た 町 に は 、 四 季 折 々 の 食材 が た くさ ん あり ます し 、 生 産 者 と の 距離 が 非常 に 近く 「 お いし 
生生 

この 土地 で 作ら れる お いし い 、 を 「 瑞 風 」 に ご 乗車 され る お 客 様 に お 伝え で き 、 幸 せな ひと と 
き を 過ごす こと に 少 し で も 真 献 出来 れ ば 幸い で す 。 






















































































く hiroto (ヒロ ト ) 謀 戸 良幸 氏 (ひろ と よし ゆき ) > 

間 計 NNe 電 SE ほけ / に 生 お 
素晴らし い 特 産品 が た くさ ん あり ます 。 こ の よう な 特産 品 の 多く は 、 温 暖 な 瀬戸 内 海 気候 に 
も の が 多い の で は な いで し ょ うか 。 そ の 中 で も 、 拘 り の ある 生産 者 の 方 々 に お 会 いし て 、 3 
より よい 食材 を 、「 瑞 風 」 の 中 で 食べ て いた だ く の に 一 番 ふ さわ し いよ うに 適切 に 調理 し 、 最 高 の 
状態 で 提供 する 、 そ ん な 当たり 前 の 営み を 通し 、 温 暖 な 瀬戸 内 の 気 師 を 生か し た 食材 で 「 瑞 風 」 
の お 客 様 一 人 ひと り の 旅 に 彩り を 添え る よう な 、 心 に 残る 一 息 を お 届け し た いと 思っ て いま す 。 


















































一 新た な 「 立 ち 寄 り 和 観光 地 」( 山 陰 コ ー ス (下り)) 
「 瑞 風 」 の 旅 で は 、 列 車 の 旅 だ け で な く 、 沿 線 の 「 自 然 ・ 歴 史 ・ 文 化 」 の 魅力 を 伝え る た め 
立ち 寄り 観光 を 組み 込ん で いま す 。 今 回 、2021 年 10 月 より 山陰 下り コー ス 、 北 近畿 エリ ア の 立ち 

寄り 般 光 先 が 、 香住 の 大 乗 寺 に な り ま す 。 
大 乗 寺 は 、 通 称 応挙 寺 ( お うき ょ で ら ) と 呼ば れ て いま す 。 そ の 名 の 通り 、 江 戸 時 代 を 代表 す 
る 絵師 で ある 円山 着 ( ま る や まお うき ょ ) と その 門 の 宰 絵 を 数 多く 保有 する 名 利 で す 。 客 殿 13 
に 描か れ た 165 点 の 複 絵 は 、 す べ て 重要 文化 財 に 登録 され て いま す 。 
- 「 蘭 風 」 の 立ち 寄り 観光 で は 、 円 山 応挙 の 真 筆 に よる 検 絵 を ご 妃 党 いた だ け ま す .。 
真 筆 の 補 絵 を 所 蔵 し て いる 通常 非 公開 の 應 昌 霊 費 庫 に 特別 に 立ち 入り 、 副 住 職 の 作品 解読 と と 
も に 鑑賞 いた だ きま す 。 












































て 一 




















「 瑞 風 」 は これ か ら も 、 地 域 の 皆さま と と も に 、 沿 線 の 魅力 を お 客 様 に お 届け し て まい り ま す 。 











較 「TWILIGHT EXPRESS 瑞 風 」 第 15 期 (2021 年 10 月 て 2022 年 2 月 出発 分 ) の 販売 


ぐ 出 発 日 と コー ス > 












































































































































































































































































































































ツ 画 




















日 本 の 原 風景 を 堪 


能 する 旅 























周遊 








OR 0 % 
5 人 6 8 下関 新 大 阪 
BOOEtE 隊 新 大 孤 下関 
人 M 半 | 人 
0N 2 日 | 新 大 阪 一 新 大 孤 

























































































旅行 代金 (お 一 人 様 あ た り ) (税込 み ) > 








































































































ほ 3 1 泊 2 目 
山陰 ヌー ス (下り ) 
山陰 ミー ス (上り ) 2 
間 ニー ンー っ 山陽 ・ 山 陰 コ ー ス (周遊) 
山陽 コー ス (上 り ) 
客室 タイ プ 0 月 軸 月 12 月 へ 2 月 0 痕 論 剛 有 2 月 月 
ロイ ヤギ ルツ イン 
2 名 利用 ) 355, 000 円 325, 000 円 610, 000 円 560, 000 円 
ロイ ヤル シン グル 
415, 000 385, 000 730,000 680, 000 
(1 名 利用 ) 0 000 円 ,000 円 , 000 円 
ザ ・ ス イー ト 
2 名 利用 ) 845, 000 円 815, 000 円 1, 325, 000 円 1, 270, 000 円 
< 募 集 人 数 > 
各 出 発 日 と も 最大 28 名 様 と な り ま す 。 
く 参加 申込 み > 





・ 参 加 申込 み は 、 ホ ー ム ペー ジ ま た は 郵送 に て 受付 を いた し ます 。 


・ ホ ー ム ペー ジ で の 参加 申込 み の 受 付 は 2021 年 4 





月 7 日 ( 水 ) 


7 日 (月 ) 17:30 を 締め 切り と させ て いた だ きま す 。 


・ 郵 送 で の 参加 申込 み の 受付 は 2021 年 4 月 7 日 ( 水 ) より 開始 し 、2021 年 6 月 7 日 (月 ) を 必 


着 ま きせ て いた だ きま す 。 
・ 先 着 順 で は あり ませ ん 。 





※ 抽 選 は 2021 年 6 月 下旬 頃 を 予定 し て お り ま す 








10:00 よ り 開 始 し 、2021 年 6 月 





詳し く は 、 案 内 パン フレ ッ ト の 同封 物 ま た は ホー ムペ ー ジ に て ご 確認 くだ さい 、。 


く 案 内 パン フレ ッ ト 請 求 ・ 参 加 申込 み の 受付 窓 ロ > 


「TWILIGHT EXPRESS 瑞 


「TWILIGHT EXPRESS 瑞 








営業 時 間 10:00 て 17:30 


[休業 日 : 水曜 日 ・ 体 日 (日 曜日 及び 祝日 含む ) 


風 ツア ー デ スク 」 














(みず か ぜ 











風 | 公式 ホー ムペ ー ジ https://twilightexpress-mizukaze. jp/ 


で 検索 ) 


: 0570-00-3250 (ナビ ダイ ヤル ) 


・ 年 末年 始 (12/30 て 1/3) ] 


